
 

 

 

 

 

 
 
 

学校教育目標「『ゆめ あすから』チャレンジする子どもたち」 

 
 

 

新緑が目に鮮やかな季節です。陽気も一気に初夏に近づきつつあることを感じるように

なりました。４月８日（月）に新年度がスタートしてちょうど１か月。朝、登校してくる

子どもたちの明るい笑顔と元気なあいさつに学校生活の充実ぶりが伺えます。 

 さて、今回の学校だよりは、学校運営協議会について皆様にお知らせします。といいま

すのも、「学校運営協議会」と聞いて、ご存じの方が少ないのではないでしょうか？ 

 学校運営協議会とは、子どもたちのよりよい成長のために、学校と地域が目標やビジョ

ンを共有し、連携・協働しながら、一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学

校」を目指す仕組みです。 

学校運営協議会を設置している学校を「コミュニティ・スクール」と呼びますが、言い

換えると「地域運営学校」とも呼ばれます。保護者や地域住民の代表の方が協議会委員と

なり、子どもたちに関する協議や意見交換など、学校の教職員とともに、学校運営を主体

的に行っていただきます。そのため地域運営学校とも呼ばれるわけです。 

この学校運営協議会を設置している学校は、全国で52.3％、千葉県で33.1％（千葉県

教育委員会HPより）です。しかしながら、市川市では市立幼稚園・小学校・中学校の全

61園・校で設置されており、100％の設置を誇ります。学校運営協議会、コミュニティ・

スクールでは全国でも先進地域となっています。これまで市川市立学校では、学校地域の

連携に関する文部科学大臣表彰を6度も受賞しています。 

そのため、市川市は各地から視察、取材、講演会の講師、執筆を引き受けています。昨

年度は、文部科学省の幹部職員と議員連盟（国会議員が自主的に組織した勉強会）による

合同の視察を受け入れました。 

このように市川市では、学校と地域の連携による学校運営を推進する「学校運営協議会」

「コミュニティ・スクール」が進んでいる地域である、ということをご承知おきください。 
 

 

 

５月７日（火）、今年度の第１回学校運営協議会を開催しました（全５回の予定）。協議

会委員は裏面の通りです。 

地域住民から選出される１号委員、現役の保護者から選出される2号委員、前号でもご

紹介した地域学校協働活動推進員（学校と地域をつなげる役割）の3号委員、教育経験者

から選出される4号委員、当該学校の教職員の5号・６号委員です（教育委員会が認める

7号委員がありますが、曽谷小学校にはいません。市内の中学校では、生徒会長が7号委

員に名前を連ねている例があります）。 

本校のように、郵便局長、青少年相談員、放課後子ども教室のスタッフが協議会委員に

選出されているのは珍しいケースで、それだけ多方面から委員を選出しています。 

 

東国分爽風学園 市川市立曽谷小学校 学校だより ５月号② 

市川市立曽谷小学校 

校長 田部井 伸郎 

令和 6 年５月 

 

 

」 

「元気・本気・勇気」～３つのキを育てよう～ 曽谷っ子の合言葉 

 

第１回学校運営協議会 

学校運営協議会って何？ 

→学校ホームページはこちら 

 

https://www.mext.go.jp/content/202212206-mxt_chisui01-000026038_05.pdf
https://manabi-mirai.mext.go.jp/search_case/files/2022-012-chiba-ichikawa.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211118-mxt_syoto01-000019078_005.pdf
https://ichikawa-school.ed.jp/soya-sho/


本校の学校運営協議会委員 

№ 委員区分 氏名 所属 

1 

対象学校に係る 

地域住民（１号） 

副委員長 

日光三代治 
様 曽谷第５自治会長                          

2 松戸 久代 様 
曽谷第５自治会副会長 

少年警察ボランティア 

3 川上 晃一 様 曽谷北郵便局長 

4 三澤  聖 様 第４地区青少年相談員 

5 中山 勝枝 様 
曽谷小学校放課後子ども教室スタッフ

リーダー 

6 

対象学校に係る 

保護者（２号） 

油田 洋幸 様 曽谷小学校ＰＴＡ会長 

7 上垣内理恵 様 曽谷小学校ＰＴA副会長 

8 石川みどり 様 曽谷小学校ＰＴA元副会長 

9 対象学校の運営に 

資する活動を行う者

（３号） 

花田 昌栄 様 地域学校協働活動推進員 

10 石橋 圭子 様 地域学校協働活動推進員 

11 
学識経験を 

有する者（４号） 

委員長 

竹内 英世 
様 聖徳大学名誉教授 

12 小島 基江 様 つくし保育園園長 

13 
対象学校の 

校長（５号） 
田部井伸郎   市川市立曽谷小学校長 

14 
対象学校の 

教職員（６号） 

大根田芳光   市川市立曽谷小学校教頭 

15 金子 晃之   
市川市立曽谷小学校教務主任 

（地域連携主任） 

 

 

 

 

 

 

 
 

当日の会議では、まず①の学校運営方針の承認が行われました。表面で、「学校運営協

議会とは、学校と地域が目標やビジョンを共有し、連携・協働しながら…」と書きました

が、学校運営方針の承認は、まさにそのための重要な協議です。 

委員の皆様に方針の承認をいただきましたので、今年度は学校教育目標「ゆめあすから」、

曽谷っ子の合言葉「元気・本気・勇気」を共有し、家庭・学校・地域が一体となり、チー

ムとなって取り組んでまいりたいと思います。 

次に協議会委員の皆様には、教育委員会職員から「非常勤特別職の公務員」としての委

嘱状が手渡されました。その後、すべての教室の授業参観を行いました。委員の皆様のご

意見・感想につきましては、別の機会でご紹介いたします。 

＜学校運営協議会委員の役割＞ 

① 校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。 

② 学校運営について、意見を述べることができる。 

③ 教職員の任用に関して、意見を述べることができる。 

④ 学校関係者評価を行う。 

 

https://www.city.ichikawa.lg.jp/edu19/0000368112.html
https://www.city.ichikawa.lg.jp/edu11/1111000005.html
https://manabi-mirai.mext.go.jp/user/coordinator.html
https://www.city.ichikawa.lg.jp/edu19/0000445511.html

